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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、欧州統合を歴史的な観点から再定位するため、徹底して一次史料
に依拠しつつ総合的な分析を進め、広く地域・国際秩序への含意を汲み取ることにあった。 
　もとよりEUとNATOの相互関係に敏感であったことから、ウクライナ戦争のような危機のなかでも欧州秩序への
見通しをもてた。 また、類似プロジェクトと連携し、フランスの統合史研究者 Laurent Warlouzet 教授を招へ
いするなどして国際シンポジウムを開催し、加えて、コロナ危機が明けたのを受け、欧州現地にて資料収集に努
めた。 その延長上に、すでに刊行した原典史料・解説集を、危機の２０１０年代にまで拡張し、通史を抜本的
に書き直した。

研究成果の概要（英文）：  This project was intended to reexamine the history of European 
integration, by thoroughly replying on the primary materials and by systematically analysing them, 
thus teasing out the implications for the wider regional/international order. 
  Already familiar with the EU-NATO systemic interactions in our previous studies, we have finely 
attuned to the dynamism that shacked the European regional order after the breakout of the Ukraine 
war. We also collaborated with the overseas projects as we managed to hold a Tokyo workshop with 
Laurent Warlouzet, an authority in the field, while collecting materials in Europe after the 
COVID-19 crisis faded. 
  In the end we have written a revised manuscript of our History of European Integration, extending 
our analysis up to the 2010s. 

研究分野： 政治学、国際政治
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究期間中、米中対立、コロナ危機、ウクライナ危機といった第一級の変動が生起し、EUも大いに影響を受け
たことから、冷戦後の欧州秩序のあり方に対する深刻な見直しが起きた。もちろんｎ計画の再検討を余儀なくさ
れたが、本研究は、EUとNATO、経済統合と安全保障の相互関係に敏感であるなど、これまでの研究蓄積から現
状・歴史への視角の形成に応用を効かせることができた。その結果、ウクライナ戦争などの大事件後における汎
欧州秩序への見通しをもつことができた。２０１０年代以降の危機に次ぐ危機の統合史をどう理解すべきか、大
きな需要があるなか、それを含めた通史を世に問うところまで来たことは意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
２０００～１０年代のヨーロッパ統合は、危機にまみれていた。欧州憲法条約の挫折、ユーロ

危機、ポピュリズムの台頭、ウクライナ危機、難民危機、ブレグジット（英国のＥＵ離脱）など
に直面し、ＥＵは歴史的な動揺と変容の時期にあった。申請当時は、その後、コロナ危機やウク
ライナ危機が始まるとは知らなかったが、当時すでに、冷戦のなかで制度化されたヨーロッパ統
合は、いまや冷戦後に浮上した数々の新しい課題に直面しながら、自らの形を模索していた。そ
うしたなか、一般あるいは学界においてもＥＵへの評価は揺れ動き、ともすれば「ＥＵ崩壊」や
「ドイツ帝国の復活」などといった極端な言説も蔓延っていた。危機に対応するなかでＥＵが経
験的に未知の政体に変態し、ジャーナリズムはおろか、アカデミズムにおいてですら、動くター
ゲットとしてのＥＵ統合を把握し切れていないのが実情であった。  
それに対しては、先入観をできるだけ排除し、みずから現地に分け入って、事実を直視し、ア

ンテナを上げながら、現地の鋭利な報告、分析、研究をサーヴェイしたうえで、現状の正確な把
握に努める必要があった。それについては、申請者（遠藤）は定評があり、イギリスの国民投票
の３か月後に、長年のＥＵ研究と現地調査に基づいた『欧州複合危機』（中公新書、2016 年）を
公刊した。それからすでに３年経ち、続発するテロ事件、新たに深まるイギリスの政治・憲政危
機、ハンガリーやイタリアなど大陸諸国におけるポピュリズムの浸透、新欧州委員会（ＥＵ執政
部）の困難な門出、中近東の地政学的な変動、今後迫りくる予算問題、そして未完のユーロ圏危
機など、まだまだ問題のそれぞれに沿った形で、綿密に跡づける必要を感じていた。 
さらに、そうした作業を、これまで従事してきた歴史研究と接合し、重厚で信頼のあるヨーロッ
パ統合史研究に高めるという学術的な作業が必要とされていた。加えて、地域統合・国際秩序へ
の含意を考察するという、日本外交のあり方ともかかわる課題が横たわっていた。 
 これらが研究開始当初の問題意識であった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題「ＥＵ危機の史的起源―ヨーロッパ統合史の再定位」は、大きな動乱と変容のなか
にあり、評価が揺れ動く欧州連合（ＥＵ）を、①歴史的な観点から跡づけ、②体系的な資料整備
と総合的な分析を進め、③広く地域・国際秩序への含意を汲み取ることを目的としていた。具体
的には、徹底して一次史料に根拠を求め、実証的な歴史研究に従事することで、２０１０年代に
おける危機のヨーロッパ統合を等身大で見つめ直し、もっぱら危機の視点から語る視座を乗り
越えた統合史を再構築する。成果としては、すでに２００８年、危機の前に提示した原典史料・
解説集を、危機の２０１０年代にまで拡張し、それとともに通史を抜本的に書き直し、視座の提
起と史料の分析を盛り込んだ論文集を刊行することを目指した。これは、研究代表者および分担
者が長年取り組んできたヨーロッパ統合史研究の成果を踏まえ、それをさらに発展させ、もって
地域・国際秩序の在り方を占う試みともなると企図された。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、3 年の期間で、ＥＵ危機の史的起源を一次史料に基づいて検討し、新たなヨ ー

ロッパ統合史像を提示するとともに、ヨーロッパ統合史の史料アーカイブ構築など研究 基
盤整備を体系的に進めることを根差した。具体的には、以下の５点を追究した。 

 (1) 「原典ヨーロッパ統合史電子アーカイブ」の構築：①重要資料の選定・翻訳・解説、
②電子 アーカイブの形成、③オーラルヒストリーの可視化を通して、国内外の研究者の利
用に供する。 

 (2) 「危機の中のヨーロッパ統合史・研究会」の設立・運営：「ヨーロッパ統合史研究
会」を年 4 回（東京 2 回、札幌 2 回）のペースで開催し、資料分析とともに新たな解釈を
相互に検討する。その 際、若手にも積極的に門 戸を開き、次世代統合史 研究アジェンダ
の設定 を試みる。 

 (3) 危機の史的起源の解明と可視化：以上の研究成果をまとめつつ、最終的 にＥＵ危
機の史的起源を見極め、それに関する問題提起を試みる。 

 (4) 新たなヨーロッパ統 合史像の提示：１．のアー カイブをもとに、2010 年代の危
機状況を跡付け、さら に統合史解釈を刷新する新たな通史『ヨーロッパ統合史』『原典ヨー
ロッパ統合史』の新版を刊行する。 

 (5) 国際秩序の変動分析 への含意模索：広く世界 の地域秩序、国際秩序へ の含意を
くみ取り、それに関する問題提起型のペーパーを発表する。 
 これらは、体系的に進められた。研究チームは、これまでも多くの共同研究を共にし研究
目的も共有してきた 7 名の中核メンバーで構成される。そのほかに、国内外の研究協力者



を情報や支店を交換し合い進めるよう心掛けた。そのため、①討議と情報交換が不可欠であ
る。それゆえ年数回のペースで、視座を摺り合わせ、研究の 進捗状況を確認し、ワーキン
グ・ペーパー等の報告を行う研究会合を行う。②「ヨーロッパ統合史電子アーカイブ」を構
築した（https://lex.juris.hokudai.ac.jp/history_of_european_integration/index.html）。 ③
新たなヨーロッパ統合史を執筆した。これは、今秋公刊される。 
 
４．研究成果 
本研究の目的は、欧州統合を歴史的な観点から再定位するため、徹底して一次史料に依拠しつ

つ総合的な分析を進め、広く地域・国際秩序への含意を汲み取ることにあった。  
 もとより EU と NATO の相互関係に敏感であったことから、ウクライナ戦争のような危機のな
かでも欧州秩序への見通しをもてた。 また、類似プロジェクトと連携し、フランスの統合史研
究者 Laurent Warlouzet 教授を招へいするなどして国際シンポジウムを開催し、加えて、コロ
ナ危機が明けたのを受け、欧州現地にて資料収集に努めた。 その延長上に、すでに刊行した原
典史料・解説集を、危機の２０１０年代にまで拡張し、通史を抜本的に書き直した。 
研究期間中、米中対立、コロナ危機、ウクライナ危機といった第一級の変動が生起し、EU も

大いに影響を受けたことから、冷戦後の欧州秩序のあり方に対する深刻な見直しが起きた。もち
ろん計画の再検討を余儀なくされたが、本研究は、もともと EU と NATO、経済統合と安全保障の
相互関係に敏感であり、これまでの研究蓄積から現状・歴史への視角の形成に応用を効かせるこ
とができた。その結果、ウクライナ戦争などの大事件後における汎欧州秩序への見通しをもつこ
とが可能となった。２０１０年代以降の危機に次ぐ危機の統合史をどう理解すべきか、大きな需
要があるなか、それを含めた通史を世に問うところまで来たことは意義深い。 
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